
参考： WHOガイダンス日本語版のｐ２１～２４ならびにｐ３６～３９も熟読ください。（http://www.nih.go.jp/niid/docs/guidance_transport.pdf）

一次容器（防水性で密閉性）には外ネジ
のチューブを使用

内ネジのチューブはネジ筋に沿ってリークが
起こる可能性があるため

二次容器（一次容器の保護の為の耐久性、防水性、
密閉性）と、吸収材、緩衝材、外装容器の例

中に、液体全部を吸収するための十分量の

吸収材を入れ、緩衝材で包む

一次容器には、指定の
検体用シールを貼付する

送り主 :
氏名、住所

受取人 :
氏名、住所

緊急時連絡先（２４時間）:
氏名、TEL

Biological substance, category B
NET: ｘ．ｘ L

UN3373

相対する２側面
へ貼付

内容量を記載

検体送付状
ーーーー
ーーーー

送り主

受取人

緊急時連絡先:

Biological substance , Category B   Net  x.x  L

UN3373

OVERPACK

保冷材を外装容器の
外に入れる場合には、
オーバーパックを利用し、
その表面には、
外装容器と同じ内容の
表示とラベルを貼付し、
「OVERPACK」と記載
する。

二次容器

緩衝材
吸収材

外装容器
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